
学 校 通 信    

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１１号 

令和８年７月１４日 

文責 校長 宮本 昌典 

いよいよ今週で前期前半が終わり、子どもたちが楽し 
みにしている夏休みを迎えます。 今年度のスタート 
となった入学式をはじめ、歓迎遠足、授業参観、PTA

総会、家庭訪問、運動会、プール開き、地域の皆様によるクラブ活動指導、各学年の地域学習な
ど、これまで多くの行事や学習活動を重ねてきました。先日の宇城教育事務所の訪問では、青海
小学校の子どもたちの姿勢や学校の取組について温かいお言葉をいただくとともに、授業改善や
学校運営に向けた助言もいただきました。これらを今後の教育活動の充実にしっかりとつなげて
いきたいと考えています。4月から今日まで、保護者の皆様、地域の皆様に支えていただき、大
きな事故もなく無事に夏休みを迎えることができそうです。心より感謝申し上げます。 夏休み
明け、また元気いっぱいの子どもたちと会えることを楽しみにしています。 
 

もうすぐ夏休み 

 
 
校内には、子どもたちが育てている植物が今、とても 
元気に育っています。 1 年生の朝顔、2年生のきゅうり 
やオクラ、そして理科の学習で育てているひまわり、ホ 
ウセンカ、ゴーヤやインゲン豆など、学年の学習ごとに 
多くの植物が並び、毎日子どもたちの手で大切に世話さ 
れています。水やりは、自分で進んで行う子もいれば、 
係の子が責任をもって取り組む姿も見られます。特に朝 
顔は、今年は例年より葉がよく茂り、子どもたちも嬉し 
そうにタブレットで観察していました。生き物を育てる 
ことは、「命の大切さを実感すること」、「責任感の向上」、 
「豊かな感性や情緒の育成」、「食べ物への感謝や植物へ 
の興味の深化」、「失敗から学ぶ力の獲得」等、多くの教 
育的効果があります。子どもたちが植物と向き合いなが 
ら成長していく姿を、これからも温かく見守っていきた 
いと思います。 
 
 
 

大きく・たくさん育った！ 


